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２
０
１
３
年
６
月
21
日（
金
）、
参
議
院
本
会
議
に
て「
食
品
表
示
法
案
」が
成
立
。
そ
れ
か
ら
一

週
間
後
の
６
月
28
日（
金
）
に
「
食
品
表
示
法
」が
正
式
に
公
布
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
で
現
在
、

２
年
後
に
あ
た
る
２
０
１
５
年
６
月
ま
で
の
「
施
行
」
を
目
指
し
て
、
そ
の
様
々
な
表
示
基
準

が
専
門
家
や
有
識
者
た
ち
に
よ
っ
て
議
論
さ
れ
て
い
る
。
も
と
も
と
は
「
食
品
衛
生
法
」「
Ｊ
Ａ

Ｓ
法
」「
健
康
増
進
法
」「
計
量
法
」
な
ど
複
数
の
法
律
に
ま
た
が
り
難
解
を
極
め
て
い
た
食
品

表
示
が
、
新
法
で
ど
う
改
革
を
と
げ
る
の
か
。
小
紙
「
食
と
生
活
ジ
ャ
ー
ナ
ル
」
で
は
徹
底
的

な
ユ
ー
ザ
ー
目
線
に
立
っ
て
、
そ
の
施
行
ま
で
の
動
向
を
シ
リ
ー
ズ
連
載
で
追
い
か
け
て
ゆ
く
。

ど
う
な
る

　 

食
品
表
示
法

２
０
１
５
年
６
月
の
施
行
に
向
け
て
─
─

　

食
品
表
示
の
歴
史
を
さ
か
の

ぼ
る
と
１
９
４
８
年
（
昭
和
23

年
）
の
「
食
品
衛
生
法
施
行
」

が
そ
の〝
ふ
り
だ
し
〟と
い
え
る
。

「
飲
食
に
起
因
す
る
衛
生
上
の
危

害
発
生
の
防
止
」
な
ど
が
主
な

法
目
的
で
、
ま
ず
は
公
衆
衛
生

の
向
上
と
増
進
と
い
う
観
点
が

重
視
さ
れ
た
。

　

ち
な
み
に
こ
の
後
、
２
０
０
３

年
（
平
成
15
年
）
に
は
、
法
目

的
に
「
国
民
の
健
康
の
保
護
」

と
い
う
文
言
が
加
わ
っ
た
の
と

併
せ
て
、
必
要
に
よ
っ
て
は
行

政
の
規
制
や
措
置
が
加
え
ら
れ

る
と
い
う
方
向
性
も
明
確
に
示

さ
れ
た
り
も
し
た
。

　

そ
の
後
、
１
９
５
０
年
（
昭

和
25
年
）
に
は
「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
（
農

林
物
資
の
規
格
化
及
び
、
品
質

表
示
の
適
正
化
に
関
す
る
法

律
）」
が
成
立
。
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
は
正

式
名
称
の
通
り
、
主
に
飲
食
物

の
品
質
や
、
適
正
化
に
関
わ
る

規
制
で
、
原
材
料
や
原
産
地
に

つ
い
て
一
定
の
表
示
を
義
務
づ

け
る
約
束
に
な
っ
て
い
る
。
同

法
成
立
当
時
は
、
食
料
物
資
の

不
足
な
ど
か
ら
、
模
造
食
品
な

　

先
の
３
法「
食
品
衛
生
法
」「
Ｊ

Ａ
Ｓ
法
」「
健
康
増
進
法
」
に
基

づ
く
食
品
表
示
は
、
時
代
の
流

れ
に
沿
っ
て
、
そ
の
時
々
で
制

定
さ
れ
、
い
く
つ

も
の
上
書
き
が
重

ね
ら
れ
た
た
め
に

複
雑
化
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
、

法
律
成
立
の
歴
史

を
追
え
ば
理
解
で

き
る
。

　

現
在
、
協
議
さ

れ
て
い
る
の
が
、

こ
の
食
品
表
示
の

元
と
な
る
３
法
を

と
り
ま
と
め
て
、

ど
の
横
行
が
目
立
っ
て
い
た
背

景
が
あ
る
。

　

そ
し
て
、
２
０
０
２
年
（
平

成
14
年
）
に
は
、「
健
康
増
進

法
」
が
施
行
さ
れ
た
。
こ
の
法

律
は
前
出
の
２
法
と
比
較
し
て
、

栄
養
表
示
基
準
を
示
す
こ
と
で
、

欠
乏
し
が
ち
な
栄
養
成
分
と
、

逆
に
過
剰
に
摂
取
し
て
し
ま
い

が
ち
な
栄
養
成
分
が
明
確
に
理

解
で
き
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

こ
と
な
ど
か
ら
、
よ
り
国
民
の

健
康
面
に
配
慮
し
た
と
い
う
内

容
が
特
徴
的
で
あ
っ
た
。

一
元
化
さ
れ
る
「
食
品
表
示
法
」

の
中
味
を
１
つ
ひ
と
つ
組
み
立

て
て
い
く
と
い
う
作
業
。
そ
の

幹
と
な
る
の
が
２
０
０
９
年
（
平

成
21
年
）
に
設
置
さ
れ
た
消
費

者
庁
だ
が
、
そ
の
ス
タ
ン
ス
と

し
て
は
第
一
に
「
消
費
者
目
線

で
あ
る
」
と
い
う
こ
と
。
さ
ら

に
「
事
業
者
に
と
っ
て
も
大
き

な
負
担
を
伴
わ
な
い
改
革
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

課
題
も
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
今
、
消

費
者
庁
と
消
費
者
委
員
会
で
は

「
食
品
表
示
部
会
」
を
設
け
て
、

そ
こ
を
中
心
に
さ
ら
に
３
つ
の

調
査
会
を
設
置
。（
表
を
参
照
）。

各
調
査
会
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

テ
ー
マ
に
沿
っ
た
有
識
者
が
集

い
、
定
期
的
な
議
論
を
重
ね
て
、

新
た
な
表
示
の
策
定
を
進
め
て

い
る
。

　

ど
の
調
査
会
を
見
て
も
、
ま

だ
ま
だ
問
題
は
山
積
の
状
況
で

は
あ
る
が
、
こ
と
に
私
た
ち
ユ
ー

ザ
ー
に
と
っ
て
深
刻
な
問
題
は
、

ま
ず
「
ア
レ
ル
ギ
ー
表
示
」
の

こ
と
。
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
に
と
っ

て
の
食
品
表
示
は
、
ま
さ
に
命

綱
と
も
い
え
る
。
例
え
ば
今
、

加
工
食
品
の
表
示
に
関
す
る

調
査
会
で
議
論
さ
れ
て
い
る
の

が
、「
代
替
表
記
」
の
こ
と
。
ア

レ
ル
ギ
ー
患
者
が
見
て
、
確
実

に
ア
レ
ル
ギ
ー
物
質
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
解
る
必
要
が
あ

る
の
に
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
か

な
り
の
品
目
で
こ
の
代
替
表
記

が
使
わ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
あ

る
。
例
を
と
る
と
「
マ
ヨ
ネ
ー

ズ
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、

「
卵
で
で
き
る
て
い
る
の
が
一
般

的
な
常
識
だ
か
ら
」
と
い
う
解

釈
で
使
わ
れ
て
い
た
り
す
る
。

だ
が
も
し
、
そ
の
「
常
識
」
を

知
ら
な
か
っ
た
卵
ア
レ
ル
ギ
ー

患
者
が
口
に
し
て
し
ま
っ
た
ら
、

と
い
う
危
険
性
は
新
法
で
は
排

除
し
た
い
と
こ
ろ
。
そ
こ
で
、

今
回
の
改
正
案
で
は
、
か
な
り

の
代
替
表
記
が
使
用
不
可
と
な

る
方
針
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
点

は
事
業
者
に
と
っ
て
は
、
表
記

が
増
え
る
こ
と
で
負
担
が
か
か

る
が
、
ま
ず
は
消
費
者
の
安
全

に
配
慮
す
る
と
い
う
意
味
合
い

が
強
く
込
め
ら
れ
た
方
針
だ
と

い
え
る
。

　

こ
の
他
で
も
、
先
に
発
生
し

た
「
冷
凍
食
品
毒
物
混
入
事
件
」

を
受
け
、
被
害
者
増
加
の
一
因

と
も
な
っ
た
「
製
造
所
固
有
記

号
制
度
の
全
廃
」
な
ど
の
声
も

あ
が
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
も
消

費
者
保
護
を
主
体
と
し
た
考
え

方
だ
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
も

事
業
者
に
負
担
の
か
か
る
方
法

も
実
現
性
に
お
い
て
難
し
い
と

こ
ろ
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
は
ま

だ
議
論
の
余
地
が
残
る
と
こ
ろ
。

　

今
後
も
各
調
査
会
で
あ
と
数

回
の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
の
ち
、

今
夏
に
は
一
定
の
指
針
が
示
さ

れ
る
。
ま
ず
、
私
た
ち
は
そ
れ

待
つ
状
況
に
あ
る
。
小
紙
で
は
、

食
品
表
示
法
が
組
み
上
が
っ
て

い
く
流
れ
を
追
い
か
け
て
い
く
。

定期的に実施される消費者委員会・食品表示
部会、各調査会の模様。今夏までに固めなけ
ればならない案件が山積。（写真は「食品の新
たな機能性表示制度に関する検討会」より）

身近な「食・リテラシー」を身につける
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シ
リ
ー
ズ
連
載
①

ま
ず
は
既
存
３
法「
食
品
衛
生
法
」「
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
」

「
健
康
増
進
法
」の
役
割
の
理
解
と
整
理
を

ま
ず
「
消
費
者
に
わ
か
り
や
す
く
」が
大
前
提

さ
ら
に
事
業
者
負
担
も
最
小
限
に
す
る
努
力
も

食品表示法の中味について議論する食品表示部会

栄養表示に関する調査会

生鮮食品・業務用食品の表示に関する調査会

加工食品の表示に関する調査会

消費者委員会
食品表示部会

消
費
者
庁

各素案を策定

それを基に議論
それぞれの分野で議論
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身近な「食・リテラシー」を身につける

　

先
端
科
学
技
術
と
社
会
を
つ

な
ぐ
数
々
の
事
業
を
展
開
す
る

リ
バ
ネ
ス
（
本
社
東
京
都
・
丸

幸
弘
社
長
・
☎
０
３
─
５
２
２
７

─
４
１
９
８
）
で
は
、
４
月
16
日

（
水
）、
第
２
回
ア
グ
リ
ガ
レ
ー
ジ

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
た
。

　

同
社
の
基
本
理
念
の
ひ
と
つ
、

「
会
議
室
と
い
う
概
念
を
な
く
し
、

す
べ
て
を
ラ
ボ
ワ
ー
ク
と
し
て
活

動
す
る
中
で
、 

新
た
な
価
値
を
生

み
出
す
―
―
」
と
い
う
考
え
方
を

形
に
し
た
「
知
識
創
業
研
究
セ

ン
タ
ー
」
で
行
な
わ
れ
た
同
セ
ミ

ナ
ー
だ
が
、
こ
の
日
は
、『
一
か

ら
わ
か
る
、
食
と
機
能
性
の
研
究

最
前
線
』
と
題
し
、
㈱
オ
ル
ト
メ

デ
ィ
コ
・
鈴
木
直
子
開
発
部
長
、

食
品
保
健
指
導
士
で
健
康
ジ
ャ
ー

ナ
ル
編
集
委
員
も
務
め
る
継
田
治

生
氏
ら
が
登
壇
。
食
と
機
能
性
の

最
前
線
の
情
報
に
つ
い
て
、
ま

た
、
２
０
１
５
年
６
月
に
施
行
さ

れ
る
食
品
の
機
能
性
表
示
に
つ
い

て
の
最
新
の
情
報
な
ど
が
発
表
さ

れ
た
。

　

ヒ
ト
臨
床
試
験
な
ど
を
手
が
け

る
オ
ル
ト
メ
デ
ィ
コ
・
鈴
木
直
子

方
針
。
現
在
、
生
物
工
学
、
環
境

生
態
学
、
農
業
技
術
、
ロ
ボ
ッ
ト

工
学
、
宇
宙
分
野
な
ど
５
つ
の
研

究
を
柱
に
、
事
業
展
開
の
リ
ソ
ー

ス
と
し
て
の
確
立
を
目
指
す
。
セ

ミ
ナ
ー
参
加
は
同
社
ウ
ェ
ブ
か
ら

行
な
う
。

で
も
今
後
の
方
向
性
を
模
索
し
て
い

ま
す
が
、
ま
ず
は
現
開
催
地
の
実
施

回
数
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
や
、
ま

た
、
他
地
域
で
の
開
催
も
視
野
に
入

れ
て
、
会
員
サ
ポ
ー
ト
の
新
し
い
カ

タ
チ
を
生
み
出
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
」（
同
協
会
・
竹
内
弘

光
会
長
）

　

ま
た
、
勉
強
会
や
、
交
流
会
よ
り

も
さ
ら
に
専
門
知
識
性
の
高
い
「
食

ア
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
」
に
つ
い
て
も
、

例
年
通
り
の
実
施
を
予
定
。

「
協
会
発
足
以
来
一
貫
し
て
き
た
『
教

育
機
関
』
で
あ
る
と
い
う
ス
タ
ン
ス

の
も
と
、
よ
り
専
門
的
な
知
識
を
身

に
つ
け
て
い
た
だ
く
の
が
『
食
ア
ド

ア
カ
デ
ミ
ー
』
で
す
。
受
講
を
希
望

さ
れ
る
会
員
の
多
く
は
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
の
意
識
と
向
上
心
が
高

い
方
々
で
、
こ
ち
ら
の
反
響
も
多
く

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

末
か
ら
通
信
講
座
大
手
「
ユ
ー
キ
ャ

ン
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
食
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
講
座
が
組
み
込
ま
れ
た
こ

と
で
、
よ
り
多
く
の
『
食
ア
ド
』
が

誕
生
す
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

今
後
も
協
会
と
し
て
、
さ
ら
な
る
サ

ポ
ー
ト
体
制
の
充
実
を
図
っ
て
い
く

こ
と
に
努
め
ま
す
」（
竹
内
会
長
）

開
発
部
長
か
ら
は
、
ヒ
ト
臨
床
試

験
の
現
状
や
、
今
後
の
傾
向
と
対

策
。
ま
た
現
在
、
開
発
中
の
食
品

を
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
、
ど
う
よ
う

な
流
れ
で
デ
ー
タ
が
蓄
積
さ
れ
て

い
く
の
か
、
会
場
で
も
実
際
に
試

食
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
る
な
ど
並
行

し
な
が
ら
の
解
説
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
食
品
保
健
指
導
士
の
継

田
治
生
氏
は
、
健
康
ジ
ャ
ー
ナ
ル

編
集
委
員
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と

し
て
精
力
的
な
取
材
の
も
と
で
集

め
た
情
報
の
一
部
を
紹
介
。
食
品

の
、
特
に
「
い
わ
ゆ
る
健
康
食

品
」
の
領
域
の
機
能
性
表
示
に
つ

い
て
、
法
改
正
が
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
か
の
見
込
み
を
鋭
い

視
点
か
ら
解
説
し
た
。

　

安
倍
内
閣
が
打
ち
出
し
た
成
長

戦
略
の
ひ
と
つ
で
あ
る
食
品
の
機

能
性
表
示
の
解
禁
に
あ
た
っ
て

は
、
関
係
省
庁
や
有
識
者
を
巻
き

込
み
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
な
議
論
が

各
所
で
行
な
わ
れ
て
い
る
。
セ
ミ

ナ
ー
後
半
の
質
疑
応
答
の
中
で
も

聴
講
者
か
ら
「
こ
れ
だ
け
の
改
正

が
行
な
わ
れ
て
も
消
費
者
へ
の
周

知
が
機
能
し
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い
」と
の
投
げ
か
け
に
、モ
デ
レ
ー

タ
を
務
め
た
リ
バ
ネ
ス
の
塚
田
周

平
地
域
開
発
事
業
部
長
は
「
そ
こ

は
リ
バ
ネ
ス
の
務
め
で
す
」
と
応

え
る
シ
ー
ン
も
あ
っ
た
。

　

同
社
で
は
、
同
セ
ミ
ナ
ー
を
約

３
ヵ
月
ス
パ
ン
で
定
期
開
催
す
る

　

幅
広
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
食
生
活

に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
資
格
試
験
「
食
生
活
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
検
定
」。
主
宰
の
一
般
社
団

法
人
・
Ｆ
Ｌ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

（
東
京
都
新
宿
区
・
竹
内
弘
光
会
長
・

☎
０
３
─
３
３
７
１
─
３
５
５
０
）で

は
、
今
夏
も
恒
例
と
な
っ
て
い
る
会

員
向
け
の
催
し
を
順
次
開
催
す
る
。

　

同
協
会
で
は
「
も
っ
と
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
に
─
─
」
と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
登
録
会
員
に
向
け
て
「
食
ア

ド
交
流
会
、
食
ア
ド
勉
強
会
、
食
ア

ド
ア
カ
デ
ミ
ー
」
な
ど
、
会
員
の
知

識
や
見
識
を
高
め
る
た
め
の
催
し
を

定
期
開
催
し
て
い
る
。
当
初
は
都
内

の
み
の
開
催
で
あ
っ
た「
勉
強
会
」も
、

現
在
で
は
大
阪
、
名
古
屋
、
仙
台
、

福
岡
と
、
主
要
都
市
圏
で
の
開
催
地

を
拡
大
し
て
い
る
。

　

そ
ん
な
中
、
次
回
予
定
の
催
し
で

は「
食
ア
ド
勉
強
会
ｉ
ｎ
名
古
屋
」「
食

ア
ド
勉
強
会
ｉ
ｎ
仙
台
」
が
６
月
に

実
施
さ
れ
る
。
ま
た
８
月
に
は
、「
食

ア
ド
交
流
会
」
も
例
年
通
り
行
な
わ

れ
る
。

「
会
員
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
の
催

し
は
、
お
か
げ
さ
ま
で
勉
強
会
、
交

流
会
と
も
に
認
知
度
も
高
ま
り
、
毎

回
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

２
０
０
９
年
に
発
足
し
た
『
食
ア
ド

交
流
会
』
は
、
会
員
支
持
者
に
支
え

ら
れ
、
毎
年
コ
ン
ス
タ
ン
ト
な
開
催

が
実
現
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
、
さ

ら
に
こ
の
体
制
を
強
化
す
べ
く
、
検

定
事
務
局
、
ま
た
公
認
講
師
会
な
ど

食
と
機
能
性
研
究
の
最
前
線
を
学
ぶ

第
２
回
ア
グ
リ
ガ
レ
ー
ジ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

食
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
会
員
向
け
サ
ポ
ー
ト

リ
バ
ネ
ス
・
知
識
創
業
研
究
セ
ン
タ
ー

食
ア
ド
勉
強
会
・
交
流
会
を
今
夏
も
実
施

Ｆ
Ｌ
Ａ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
会

パネルディスカッションの後には質疑応答の時間も。足を運
ぶことで得られる貴重な情報が交わされた。

昨年に実施された「食アド交流会 2013」。

リバネスが発刊するメディアの
ひとつ「アグリガレージ」。主に
農林水産分野の研究や事業に取
り組む関係者に向けて作られて
いる。産官学のニーズとシーズ
を洗い出して、それぞれの連携
を加速させるというブリッジ役
を担うため創刊された。

食生活アドバイザーR検定・基本情報

次回検定実施日：2014年7月13日（日）

［問い合わせ］www.flanet.jp

■受験資格：
制限はありません。食と生活について包括的な学習がし
たい方なら誰でも受けることができます。
※ 団体受験制度もあります。

■受験料（各税込）：
＊3級＊ 4,700円 ＊2級＊ 7,300円
＊3級・2級併願＊12,000 円

■受験申込受付期限：
2014 年 5 月 30 日（金）

■受験願書請求期限：
2014 年 5 月 15 日（木）
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─
─「
マ
テ
茶
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」養
成

講
座
を
受
講
す
る
に
あ
た
り
、
必
要

条
件
は
あ
り
ま
す
か
？

広
報  

原
則
と
し
て
18
歳
以
上
の
方
と

い
た
し
て
お
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外

は
特
に
条
件
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
。

マ
テ
茶
に
興
味
の
あ
る
方
で
、
様
々

な
局
面
か
ら
マ
テ
茶
に
つ
い
て
学
び

た
い
と
い
う
方
を
対
象
と
し
て
い
る

養
成
講
座
で
す
。

─
─
講
座
を
受
け
た
後
に
検
定
試
験
が

実
施
さ
れ
る
の
で
す
か
？ 

広
報  

試
験
と
い
う
形
態
は
あ
り
ま

せ
ん
。
午
前
９
時
45
分
か
ら
、
午
後

４
時
の
間
に
実
施
さ
れ
る
「
５
時
限
」

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
す
べ
て
学
習
し

て
い
た
だ
い
た
後
、
認
定
証
書
、
協

会
バ
ッ
ジ
な
ど
を
お
渡
し
し
ま
す
。

基
本
的
に
講
座
は
１
日
で
完
結
す
る

流
れ
と
な
り
ま
す
。

─
─
か
か
る
費
用
は
ど
の
く
ら
い
？

広
報 　
当
日
の
受
講
料
と
し
て
２
万

円
（
税
込
）
と
な
り
ま
す
。

─
─
す
で
に
マ
テ
茶
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

取
得
さ
れ
た
方
は
い
る
の
で
す
か
？

広
報 　
昨
年
９
月
１
日
（
マ
テ
茶
の

の
日
）
に
初
め
て
の
講
座
が
開
講
し
、

現
在
、
約
30
名
の
方
が
有
資
格
者
で

す
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
一
環
と
し
て
資
格

を
活
用
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
多
く
、

お
茶
の
販
売
に
携
わ
ら
れ
て
い
る
方

や
、
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
講
師
の
方
な

ど
様
々
な
シ
ー
ン
で
ご
活
用
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

─
─
養
成
講
座
の
実
施
会
場
は
？

広
報 　
現
在
は
東
京
都
内
、
一
カ
所
で

実
施
し
て
お
り
ま
す
。

─
─
養
成
講
座
前
に
予
習
で
き
る
教
材

な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？

広
報 　
事
前
の
教
材
と
し
て
の
ご
用

意
は
無
い
の
で
す
が
、
日
本
マ
テ
茶

協
会
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
は
、

様
々
な
マ
テ
茶
の
知
識
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は
そ
ち
ら
を

読
み
込
ま
れ
る
の
も
よ
い
か
と
思
い

ま
す
。

─
─
養
成
講
座
は
全
５
時
限
と
の
こ
と

で
す
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
学
習
す
る
の
で
す
か
？

広
報 　
ま
ず
は
①
「
マ
テ
茶
の
概
要
」

で
す
。
原
料
で
あ
る
「
マ
テ
」
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。
次
に
②
「
マ
テ

の
歴
史
と
文
化
」
に
触
れ
、
マ
テ
茶

が
古
く
か
ら
愛
用
さ
れ
て
き
た
こ
と

な
ど
を
学
び
ま
す
。
次
に
③
科
学
的

な
切
り
口
で
マ
テ
に
注
目
。
そ
の
機

能
性
や
効
能
、
効
果
の
可
能
性
に
つ

い
て
学
習
し
ま
す
。
さ
ら
に
④
マ
テ

茶
の
煎
れ
方
、
そ
し
て
茶
器
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
な
ど
を
学
び
、
最
後
に

⑤
料
理
な
ど
に
用
い
る
た
め
の
利
用

法
に
つ
い
て
勉
強
す
る
流
れ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

─
─
資
格
保
持
た
め
の
継
続
会
費
、
協

会
費
な
ど
は
必
要
で
す
か
？

広
報 　
特
に
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

─
─
マ
テ
茶
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
取
得
後
の

協
会
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
は
？

広
報 　
マ
テ
茶
・
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
や

関
連
セ
ミ
ナ
ー
、
世
界
お
茶
ま
つ
り

な
ど
、
マ
テ
茶
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト

情
報
な
ど
を
優
先
的
に
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

─
─
次
回
の
実
施
予
定
は
？

広
報 　
２
０
１
４
年
８
月
下
旬
の
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
協

会
の
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
告
知
し

ま
す
の
で
そ
ち
ら
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ラ
テ
ン
パ
ワ
ー
の
源
泉

「
マ
テ
茶
」の
魅
力
を
学
ぶ
講
座

「
マ
テ
茶
」と
聞
い
て
「
南
米
の
熱
い
情
熱
」
を
思
い
浮
か
べ
た
ら
そ
れ

は「
通
」と
言
え
る
。
日
本
で
愛
さ
れ
続
け
て
い
る「
お
茶
」と
同
様
に
、

遠
く
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ウ
ル
グ
ア
イ
な
ど

の
国
々
で
は
家
庭
飲
料
と
し
て
古
く
か
ら
愛
飲
さ
れ
続
け
て
い
る
。

独
特
の
香
り
と
味
わ
い
の
奥
に
は
、
か
の
国
の
食
文
化
の
歴
史
と
、
飲

み
続
け
ら
れ
て
き
た
様
々
な
理
由
が
隠
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
秘
密
を

ひ
も
解
く
の
が
「
マ
テ
茶
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
」
だ
。
１
９
８
５

年
の
設
立
以
来
、マ
テ
茶
の
周
知
に
努
め
て
き
た
「
日
本
マ
テ
茶
協
会
」

が
昨
年
か
ら
実
施
し
て
い
る
当
講
座
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
。

『
マ
テ
茶
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
養
成
講
座
』
日
本
マ
テ
茶
協
会

仕事で使える資格探訪

マテ茶には「グリーン・マテ茶」（右
上）と、グリーン・マテ茶を焙煎し
た「ロースト・マテ茶」（右下）が
ある。収穫された葉は様々な厳し
い行程を経て、約 1年後に「マテ
茶」として店頭にならぶ。講座では、
そうした行程の数々を追って、マ
テ茶が生まれるプロセスをしっか
り学習することができる。

マテ茶アドバイザー：基本情報
■種類：民間資格講座
■費用：20,000 円（税込／認定講座・認定証書代などを含む）

《問》03-3461-0712　《web》www.matecha-kyokai.jp
※ 本項の記事は 2014年5月6日現在の情報です。

マテ茶を使った料理の一例。
写真は「マテゆで鶏とにんじ
んの黒酢サラダ」。こうした「利
用法」は5 時限目に学ぶ。

油
を
使
わ
ず「
脂
質
」も「
家
事
時
間
」
も
カ
ッ
ト

ノ
ン
フ
ラ
イ
料
理
を
大
幅
追
加
で
健
康
面
強
化

ノンフライ熱風オーブン

過熱水蒸気オーブンレンジ「ヘルシーシェフ」

【本社】仙台市青葉区【価格】35,000 円（参考価格・税別）
【発売日】4月下旬    【問】0120−311−564

【本社】東京都港区【価格】オープン価格
【発売日】6月12 日    【問】0120 −3121−11

ア
イ
リ
ス
オ
ー
ヤ
マ

日
立
ア
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

w
w
w
.irisohyam

a.co.jp
w
w
w
.hitachi-ap.co.jp

　過熱水蒸気・オーブン・レンジ・グリルな
どを組み合わせた。
　ノンフライ料理を従来の 20 種類から 55 種
類に増やし、さらに、「グリル皿」と「スチー
ムふた」で調理するスチームグリル機能では、
油を使わない炒め物や、ビタミン C の減少を
抑えるメニューを追加、また、健康的な伝統
素材として注目される「塩こうじ」などの発
酵食品を用いたメニューが追加された。
　ベーカリー機能では、「オリーブ油食パン」
を新搭載。こちらでも「ヘルシー調理」メニュー
を多くするこ
とで、健康面
へのアプロー
チも強化され
ている。液晶
タッチパネル
で操作もしや
すい。

　フライヤーにオーブン／トースター機能を
搭載した。業界では初の挑戦。
　強い熱風で食材をムラなく加熱することで、
油を使わずに揚げ物が作れる。だから料理の

「脂質」を大幅にカットできるという健康的な
作用が嬉しいし、また当然、廃棄される油も
減るので環境にも優しいといえる。もちろん
家事の時間短縮にもつながる。
　総務省発表による労働力調査（基本集計）
では、共働き夫婦の割合が上昇していること
が示され、家事にかかる時間を短縮できる家
電アイテムに
注目が集まる
傾向にあると
同社は分析。時
間節約に加え
健康面、環境面
にも配慮する
様々な顔を持
つ。

●mini特集●健康的食生活アイテム 
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お
や
つ
感
覚
で
食
物
繊
維
を
摂
取

食物繊維でできたキャンデー

【本社】東京都江東区【価格】189 円（税別）
【発売日】4月15 日    【問】0120-041-082

明
治

w
w
w
.m
eiji.co.jp

　ハードキャンディーで手軽に食物繊維
が摂取できるというコンセプト。3 粒で

「6g」の食物繊維が摂取できるという。
　厚労省が発表する「日本人の食事摂取
基準（2010 年版）」によると、食物繊維の
1 日あたりの推奨摂取量は 18g とされてい
る。しかし、実
際の平均摂取量
は 13.7g と 不 足
ぎみの現状があ
る。同じ「おやつ」
なら少しでも機
能性の高いもの
を選びたい。食
物繊維 6g を食品
で摂ると、レタ
スなら 2.5 個分。

●新商品ウオッチング●
 〜充実的食生活に真剣なアイテムを探せ！〜

●食と生活ブックコレクション●
 〜食のリテラシーを高める書籍・ピックアップ〜

魚はどこに消えた？
崖っぷち、日本の水産業を救う

著者：片野  歩
【ウェッジ】本体1,000円＋税

　魚食文化を謳歌する我が国
が直面している「将来の海洋資
源の枯渇危機」。大手水産加工
会社で水産取引に従事してき
た著者の説得力は大きい──。

　かつて世界最大を誇った日本の漁業は現
在、統計的にみて右肩下がりの方向にある。
その原因は何か……。
　世界全体でも、水産資源の枯渇問題を等
しく抱えてはいるものの、欧州各国ではそ
の漁業のあり方を変えたことで大きな成果
をあげ、水産業が発展を遂げているという
実状も見逃せない。
　全4章からなる本文。現在、日本の漁業
が抱える様々な問題提起から、「ではどう
すれば復活できるのか──」までがわかり
やすく解説されている。私たちユーザーも
現状を知り、できることから始めるという
意識が必要なことが見えてくる一冊。

　

私
は
、
野
山
を
歩
く
こ

と
が
好
き
で
す
。
春
一
番

に
生
え
て
く
る
、
ノ
カ
ン

ゾ
ウ
や
ツ
ク
シ
は
食
卓
を

彩
っ
て
く
れ
ま
す
。
ヨ
モ

ギ
も
そ
の
ひ
と
つ
。

　

ま
だ
濃
い
緑
に
な
る
前

の
、
ヨ
モ
ギ
の
葉
は
、
柔

ら
か
く
、
あ
く
も
少
な
い
。

そ
ん
な
ヨ
モ
ギ
に
出
会
っ

た
ら
、
時
を
忘
れ
て
夢
中

で
摘
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

　

あ
く
抜
き
を
し
て
冷
凍

す
れ
ば
、一
年
中
使
え
ま
す
。

　

で
も
ま
ず
、
必
ず
作
る

の
は
、
み
ん
な
大
好
き
な

ヨ
モ
ギ
餅
。
そ
し
て
ヨ
モ

ギ
の
ジ
ェ
ノ
ベ
ー
ゼ
。

　

ゆ
が
い
て
鮮
や
か
な
緑

色
に
な
っ
た
ヨ
モ
ギ
は
綺

麗
な
色
の
ソ
ー
ス
に
な
る

と
思
っ
て
ミ
キ
サ
ー
に
か

け
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
ま
で
は
こ
く
が

足
り
な
い
の
で
、
ナ
ッ
ツ
と

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
を
合
わ

せ
て
み
ま
し
た
。
ガ
ー
リ
ッ

ク
は
ヨ
モ
ギ
の
く
せ
の
あ

る
香
り
と
、
よ
り
調
和
し

ま
す
。

　

パ
ス
タ
を
召
し
上
が
っ

た
方
の
多
く
は
、
緑
の
ソ
ー

ス
を
ヨ
モ
ギ
と
は
気
づ
き

ま
せ
ん
。
教
え
た
と
き
の

小
さ
な
驚
き
も
嬉
し
い
反

応
で
す
。

　

蕗
は
こ
の
辺
で
は
家
の

裏
側
な
ど
に
た
く
さ
ん
生

え
て
き
ま
す
。
こ
の
時
期

の
、
若
く
て
小
さ
め
の
蕗

は
あ
く
も
少
な
い
の
で
、
ザ

ク
ザ
ク
切
っ
た
ま
ま
。
旬

の
グ
リ
ン
ピ
ー
ス
と
共
に
、

パ
コ
ラ
に
し
ま
し
た
。

　

イ
ン
ド
に
行
っ
た
と
き
、

レ
ス
ト
ラ
ン
に
は
必
ず
登

場
し
た
メ
ニ
ュ
ー
。
大
好

き
に
な
っ
て
毎
日
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
の
パ
コ
ラ
を
食
べ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ

の
日
本
版
。

　

蕗
の
ほ
ろ
苦
さ
と
グ
リ

ン
ピ
ー
ス
の
プ
チ
プ
チ
感

が
楽
し
い
で
す
。

　

蕗
は
固
い
も
の
な
ら
茹

で
て
、
皮
を
む
け
ば
大
丈

夫
で
す
。
ス
パ
イ
ス
は
お

好
み
で
。

　

ひ
よ
こ
豆
の
粉
は
ネ
ッ

ト
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
物

を
取
り
寄
せ
て
い
ま
す
。
ま

た
イ
ン
ド
の
食
材
を
取
り

扱
っ
て
い
る
店
で
購
入
す

る
こ
と
が
出
来
る
で
し
ょ

う
。

　

芽
吹
き
の
春
、
心
踊
る

季
節
に
ぴ
っ
た
り
の
２
品

を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

はじめまして。望月美幸と申します。私は、肉や乳製品など動物性の
食材や砂糖を使わずに、できるだけ土地の野菜や果物を使ったオリジ
ナルの料理を作っています。難しく考えてしまうと、おいしくならな
いですし、楽しくないですよね。ですから、『作ってかんたん、見て
美しく、食べて感動』を心掛けています。
今回から、毎月季節に合った、楽しいレシピをご紹介していきます。
毎日のごはんに、取り入れていただけたら嬉しいです。

神奈川県生まれ。山梨県韮崎市在住。娘のアトピー治療
法を調べるうちに自然療法に出会い、天然酵母パンを学
ぶ。1997 年に、山梨県明野町にてパン屋『アリコヴェー
ル』を開業。国産小麦と天然酵母を使ったバラエティ豊
かなパンは、遠方からも人々が訪れるほど人気。2012
年 4 月、僧侶としての修行のため休業。同年僧侶になる。
現在は、僧侶の活動のかたわら、チャリティパン屋、ビー
ガンクッキングや菜食ブレッド教室など開いている。

「
食
卓
か
ら
魚
が
消
え
る
─
─
」

そ
ん
な
日
が
こ
な
い
よ
う
に

【2013 年 8 月 30 日第一刷発行】

[ 作り方 ]
❶ヨモギは柔らかい葉先の部分
を摘み、洗っておく。❷重曹少々
を入れた湯で「❶」をゆがいて、
10 分くらい水にさらす。❸水
気をきったヨモギ、粗みじんに
したニンニク、水を入れて、ミ
キサーにかける。❹ヨモギの繊
維が切れてどろっとしてきたら、
カシューナッツと塩を加え、よ

く撹拌する。❺最後にオリーブオイルを入れて、ひと混ぜする。❻
鍋に湯を沸かし、塩を適宜いれて、パスタを規定通りにゆでる。❼
ゆでたアツアツのパスタとヨモギソースをあえて、皿に盛り、ヨモ
ギの葉を飾る。

[ 作り方 ]
❶蕗を５㎝程度、食べやすい長
さに切る。この時期の採りたて
の若い蕗は、ゆがかずそのまま
使って OK。❷生のグリンピー
スを使う場合はさっと塩ゆです
る。冷凍のものを使っても OK。
❸衣の材料を混ぜ合わせる。
❹衣に蕗とグリンピースを混ぜ
て、熱した揚げ油にスプーンで

落として一口大に揚げる。中まで火がとおるよう、中火でじっくり
揚げる。❺好みで揚げたてに塩を振って食べてもよい。

[ 材料 ] 2人分
ゆがいたヨモギ
水　　　　　　
カシューナッツ
ニンニク
塩　　　　　　　  
オリーブオイル　
パスタ
飾り用ヨモギの葉

[ 材料 ] 2人分
蕗　
グリンピース
塩　
衣 ベイスン（ひよこ豆の粉）
  小麦粉　
  水
  塩　
  ガラムマサラ

1/4C
100cc
50g
1/2 かけ
大さじ 1/4
大さじ 1
200g
適宜

１C
１C
少々
180cc
20cc
100cc
小さじ 1/2
好みで

望月美幸（もちづきみこう）

〜ヨモギのジェノベーゼ〜

〜蕗とグリンピースのパコラ〜

5月のレシピ

写真：中村節子


